
3月 22日（金）3学期終業式 

本日で令和 5 年度の締めくくりとなります。私はこの 1 年大変短く あっとい

う間に過ぎたという印象がありますが、皆さんにとってはいかがだったでしょ

うか。 

 

生徒の皆さんはそれぞれ多方面に一生懸命に取り組んでくれたと思います。 

心身ともにこの 1年間で成長したのではないかと感じています。 

 

数ヶ月前、地域の方からこんな連絡をいただきました。 

下校中に小学生の子どもさんが怪我をしたそうです。本校の生徒が手当をして

くれ、寄り添ってくれたことが本当に有り難く助かったというものでした。 

感謝の気持ちを述べていただきました。関わってくれた生徒さん どなたかは

わからないのですが、ありがとうございました。このように多くの人が見えな

いところで多方面に気を遣ってくれていると思います。ありがとうございます。 

 

今日は私から奉仕の精神ということについてお話をします。 

大学時代のことです。4 年生になると研究室に所属し、卒論研究を行います。

指導教官の教授からいつも言われていたのは、知力、体力、奉仕の精神を鍛え

よということでした。知力とは得点や偏差値が高いということではなく、うま

く生きていく知恵をつけるということ、体力とは健康を維持することと私なり

に解釈しました。 

 

もうひとつ奉仕の精神とは、利己的な考えを持たず人のお役に立てるようにと

いうことだと思いますが、これを日常的に行動に移すことは難しいと当時は考

えていました。 

 

心の余裕がないとき、例えばやるべきことが重なったときや 締め切りに追い

まくられているとき等 何でも自分中心に考えてしまい、結果として周囲のこ

とに気配りができなくなります。 

 

落ちているゴミに気づいて拾う、曲がっている机を整える、感謝の気持ちをも

って接する等 些細なことではありますが心に余裕があってこそさりげなくで

きると思うのです。 

 

 

奉仕の精神とは自分の心に余裕を持たなければ発揮できないことだ、心の余裕



は他から与えられるものではなく、忙しい中でも自分自身で工夫して捻出して

いくものだと 私は考えて過ごしています。 

 

皆さんが学校生活を送られるにあたり、今年よりも次の学年で少しでも心の余

裕をもっていろいろなことに挑戦し、取り組んでいただけたら、学校全体とし

てもより温かい雰囲気になるのだろうと信じています。 

 

明日からの春休みは短い期間ではありますが、次の新年度 いいスタートが切

れるように準備をしていただきたいと思います。 

 

新学期になりますと、第２体育館の向こう側で新しい清明寮の建設工事がはじ

まります。工事車両の出入りも始まりますので改めて注意をさせていただきた

いと思います。通行には十分に気をつけてください。 

 


